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会議名 令和３年度第１回江差町地域公共交通活性化協議会 

開催日時 令和３年 11月 24日（水） 14時 00分～15時 45分 

開催場所 江差町役場１階 保健センター（集団指導室） 

出席者 委員：出席 13名 欠席５名、その他：同行２名 オブザーバー１名、事務局：２名 

議事次第 １．開 会 

２．町長挨拶 

３．委員及び事務局の紹介 

４．議 題 

（１）江差町地域公共交通活性化協議会（法定協議会）について 

（２）役員の選出について 

（３）令和３年度事業計画（案）及び当初予算（案）について 

（４）江差町における公共交通等の現況について 

（５）地域公共交通調査事業の実施について 

（６）ＭａａＳ実装化に向けた実証実験の実施について 

（７）その他 

５．閉 会 

配付資料 別紙のとおり 

議事要旨 １．開 会 

 ■ 事務局にて進行（配付資料の確認等）。 

 

２．町長挨拶 

 ■ 照井町長より次のとおり挨拶あり。 

  ◇ 本日はお忙しい中、本協議会にご出席いただき、感謝申し上げる。 

  ◇ また、日頃より当町行政の推進にご理解を賜り、厚くお礼申し上げる。 

  ◇ さて、当町の公共交通については、2014年にＪＲ江差線が廃線になり、路線

バス、タクシー、フェリー、乗合タクシーなど公共交通のあり方が課題となっ

てきたところ。 

  ◇ 江差町の 65歳以上の人口割合が 40％に迫る中で、住みやすい地域にしてい

くためには、公共交通政策にしっかりと取り組んでいかなければならないと感

じている。 

  ◇ その中で、令和３年度から北海道から職員１名を派遣の上、この公共交通政

策をしっかりと取り組むということをさせていただいており、北海道庁には深

く感謝申し上げる。 

  ◇ わが町の公共交通は路線バスを軸に運行しているが、町内を見渡すと例えば

豊川町、愛宕町、新栄町といった町内会地区では、バスの停留所までの距離が

遠いといった課題があり、またバス事業者以外の交通事業者とどのようにして

効率的にリンクさせていくのかといったことも考えていかなければならない。 

  ◇ 今日お集まりの各関係者、行政機関の皆様にお力添えをいただきながら、江

差町としては二つの目的を掲げて公共交通政策を進めてまいりたいと考えて

いる。 

  ◇ 一つ目は、公共交通の利便性向上で、車を持たなくてもある程度の移動が可

能となる地域にしていくこと。二つ目は、人口減少の中で行政が抱える交通政

策予算の最適化をしていき行政の負担を少しでも減らしていくこと。 
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  ◇ この目標達成のためには、皆様のご協力が必要不可欠なので、何卒よろしく

お願いしたい。 

  ◇ 本日は、リモートでご出席いただいているサツドラホールディングス株式会

社（以下「サツドラ」という。）の杉山様から後ほど詳細をご説明いただくこ

とになるが、北海道経済産業局の事業を活用した、豊川町、愛宕町、新栄町と

いったバスの停留所から離れた場所にあるエリアを対象に、課題解決へと繋げ

る実証実験の実施を、来年 2月を目途に行うことが内定している。 

  ◇ 公共交通政策を取り組んでいかなければ、地域の少子化、高齢化がより一層

進んでいくと考えるので、しっかりと力を入れて取り組んでまいりたい。 

  ◇ ぜひこの協議会を通して、皆様のお力添えをいただきながら、地域公共交通

計画を策定してまいりたいと思うので、ご協力をよろしくお願いする。 

 

～ 照井町長においては公務の都合により途中退席 ～ 

 

３．委員及び事務局の紹介 

 ■ 事務局から「江差町地域公共交通活性化協議会委員名簿」により紹介。 

 

４．議 題 

（１）江差町地域公共交通活性化協議会（法定協議会）について 

  ■ 事務局から「資料１」により本協議会の設置に至る経緯等について説明し、

經亀委員から「資料２」により地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等

の改正に係る概要について説明。 

  ■ 意見等特段なし。 

 

（２）役員の選出について 

  ■ 田畑会長から「資料３」に基づき会長職務代理及び監事（２名）を指名。 

   ◇ 会長職務代理：江差町まちづくり推進課長 

   ◇ 監事：①中島 直樹 委員（社会福祉法人江差町社会福祉協議会 事務局長） 

        ②佐藤 秀樹 委員（ハートランドフェリー㈱ 取締役江差支店長） 

   （※ 中島委員は本日欠席であるが事前打診したところ内諾済み） 

■ 他の委員から意見等が特段ないため、「資料３」内容のとおり承認。 

 

（３）令和３年度事業計画（案）及び当初予算（案）について 

  ■ 事務局から「資料４」により説明。 

■ 田畑会長から次のとおり補足説明あり。 

   ◇ 今年度の 12月～３月にかけて現況交通実態調査やアンケート調査を含め 

た地域公共交通調査事業を実施予定としているところ。 

   ◇ 江差町としては「7,227千円」を負担金として支出、国からは「2,464千 

円」を補助金として支払われる予定のため、残りの 500万円弱が町の負担と

なり、コンサルへの調査業務委託事業費を含めて総額としているところ。 

■ 他の委員から意見等が特段ないため、「資料４」内容のとおり承認。 

 

（４）江差町における公共交通等の現況について 

  ■ 事務局から「資料５～９」により説明。 

  ■ 意見等特段なし。 
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（５）地域公共交通調査事業の実施について 

  ■ 事務局から「資料 10」により説明。 

  ■ 各委員から次のとおり意見あり。 

   意見（小野寺委員） 

   ◇ 資料 10 別紙にて説明のあった調査業務内容のうちアンケート調査につい

て、先程の説明では来年１月に開催予定としている第２回目の会議にて内容

の協議等を行うとのことだったが、調査項目の原案は第２回目の会議で議案

にかけた上で、実施するということでよろしいか。 

 

   回答（事務局） 

   ◇ 次回の会議に向けて、アンケート調査については調査業務を委託予定とし

ているコンサル業者と相談し原案を作成することになるが、適宜、調査項目

の見直しが必要であることから、本協議会の中で意見を集約した上で、アン

ケート調査の実施に臨んでまいりたい 

 

   意見（小野寺委員） 

      ◇ 事業計画等を見る限り、ギリギリのスケジュールで進んでいるが、もし間

に合うのであれば、いきなり会議当日に原案を示すのではなく、ある程度の

原型ができた時点で事前に送り込みいただけると、各委員で事前確認し検討

することできるので、会議当日の議論に繋げられると思う。 

   ◇ 今回の会議においては、議案資料を事前送付いただき、資料内容に目を通

し勉強した上で会議に臨むことができたので大変助かった。 

◇ アンケートの調査項目についても、ぜひ今回のように「こういった内容で

アンケートを取りたいと思っている」といった形で次回の会議前に送付して

いただきたい。 

 

回答（田畑会長） 

   ◇ ただいま小野寺委員からお話しのあったとおり、いきなり会議当日に机上

配付ということではなく、原案を事前に送り込みさせていただく。 

◇ その中で、調査項目の追加など構成員の皆様方からの意見を吸い上げてい

くこととし、第２回目の会議前までに意見を提出されるといったことも想定

しているので、いずれにしても事前送付による対応で進めていきたい。 

 

意見（經亀委員） 

   ◇ 資料 10 別紙において、現況交通実態調査については公共交通事業者への

ヒアリング、町民意見交換会については町内会レベルでのヒアリングを行わ

れるということだったが、公共交通の利用者は高齢者や高校生以下の未成年

など運転免許を持っていない方々がほとんどで、特に江差高校の場合だと保

護者の方々が生徒送迎をしているケースが非常に多いため、こういった方々

をいかにしてバスなどの公共交通に結び付けていくことが、今後の公共交通

維持には欠かせない。 

   ◇ なので、江差高校に対するヒアリングの実施についても検討が必要なもの

と考える。 
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   回答（田畑会長） 

   ◇ ただいま經亀委員より、直接的な項目として江差高校の生徒の送迎を保護

者が自家用車で行っている状況が多いという部分で、生徒や保護者からの意

見も吸い上げるべきといったお話しがあったが、本内容を含めて、今後運輸

支局や交通事業者を始めとした、皆様の意見を吸い上げながら、今後の対応

を決めてまいりたい。 

 

（６）ＭａａＳ実装化に向けた実証実験の実施について 

■ 事務局から次のとおり本実証実験の経緯等について説明。 

   ◇ 各自治体において、様々な分野における今後の方向性を総合計画により打

ち出しており、江差町においては第６次江差町総合計画を昨年の４月に策定

したところ。 

   ◇ 総合計画は町の最上位計画であるが、ここで掲げる公共交通のあり方につ

いては「誰もが利用しやすい公共交通網を作り上げる」という位置付けをし

ている。 

   ◇ 先程から高齢者の部分でお話しをしてきたが、高齢者だけではなく、小さ

なお子さんや障がい者の方などいろんな方が今よりも便利になるようなこ

とを町としては作り上げていきたいと考えている。 

   ◇ そういった中で、包括連携協定を締結しているサツドラ様から、公共交通

の実証実験等に関する連携についてお話しをいただいたところ。 

   ◇ サツドラ様がなぜ江差町を選んだかというと、北海道内の各自治体が抱え

ている高齢化などの課題が当町には集約されており、まずはこの地でそうし

た課題解決につながる取組みにチャレンジしたいとの思いがあったことか

ら、我々としてもサツドラ様の協力を受けることで、一つでも課題解決への

ヒントを得ることが必要と考えている。 

   ◇ 現在、医療福祉分野や当町のオリジナルカードである江差 EZOCAを活用し

た経済分野、あるいは教育など様々な分野で協力しながら、諸課題の解決策

を模索している。 

   ◇ その一つとして、公共交通の分野にチャレンジしていきたいというお話し

だったので、当町をフィールドにした実証実験ということであれば、町とし

ては特に高齢化率が高く、公共交通の不便な豊川町、愛宕町、新栄町といっ

たエリアの住民の皆さんが街中に出るようにするためにはどういった方法

が良いのかをサツドラ様と協議を進めてきたところ。 

   ◇ サツドラ様としては、今回の実証実験における主たる事業者として北海道

経済産業局の事業に公募をし、当町をフィールドにする公共交通の課題解決

に向けた実証実験を行う方針であることから、町としても本日ご説明した地

域公共交通調査事業だけでなく、まずは住民の皆さんにどういったものなの

かを体験していただく実証実験が必要であると判断したため、今回実施する

こととなった。 

   ◇ 取組の内容については、この後サツドラ 杉山様からご説明いただく。 

■ サツドラ 杉山様から「資料 11」により説明。 
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 ■ 田畑会長から次のとおり補足説明あり。 

 ◇ 江差町としては、現在地域公共交通計画の策定に取り組んでおり、今後、

実態調査等を行う予定としているところだが、サツドラ様が独自に北海道経

済産業局の補助を受けながら、少しでも計画策定に貢献することでできたら

ということで、今回一定エリアの中で実証実験を行うところ。 

 ◇ 計画策定と本実証実験はまったく別物ではなく、うまくマッチングしなが

ら計画への反映に繋げていきたいと考える。 

 ◇ 次回の第２回目の会議においては、もう少し詳細な部分でご説明いただく

ことでサツドラ様にはお願いしたい。 

 （※ 次回の会議では対面での出席を求める方向で調整予定） 

■ 他の委員からは意見等特段なし。 

  

（７）その他 

  ■ 田畑会長から各委員へ全体を通しての意見等を求めたが特段なし。 

 

 

以上により閉会 

 

 

 


